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放射化学 RADIOCHEMISTRY  
 
1. 90Sr は半減期 30 年 (壊変定数 7.4×10-10 s-1とする) の放射性核種であり，β－壊変をする．90Sr の

娘核種も β－壊変をする放射性核種であり，半減期 60 時間で壊変し，安定核種となる． 

塩酸溶液中の 1.0 mg の 90Sr を精製し娘核種を完全に除去した時間を t = 0 とする．次の問いに

答えよ．なお，loge 2 = 0.70，アボガドロ定数は 6.0 × 1023 mol-1として計算せよ．設問中の半

減期等の数値は計算簡略化のため変更されている場合があるが，与えられた数値を用いて解答

すること．有効数字は 2 桁である． 

【放射壊変】【放射平衡】【放射化学分離】 

    

（１） t = 0 における塩酸溶液中の 90Sr の放射能(Bq)を求めよ． 

（２） 90Sr の娘核種を書け．また，この娘核種を沈殿中に回収できる共沈反応を 

化学反応式で示せ． 

（３） 60 年後（t = 60 年）の塩酸溶液中の全放射能(Bq)を求めよ．  

 

2. 5×103 Bq/mL の放射性核種（半減期 2 分）を含む溶液を調整し，ウサギに 0.1 mL 静脈注射し

た．6 分後，このウサギから 1.0 mL の血液サンプルを採取し，放射性核種を定量したところ，

0.25 Bq であった．このウサギの全血液量(mL)を求めよ．なお注射直後に放射性核種は全血液

中に均一混合し，他の組織には移行しないとする． 

【放射性核種の定量】【同位体希釈法・放射年代法】 

 

 


